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要 旨 

 

目的： 

妊娠中の飲酒は、先天性障害、行動障害、認知発達障害などの胎児のアルコールスペクトラム

障害を引き起こす可能性がある。米国における妊娠中の飲酒割合および他の薬物併用につい

て調査した。 

方法： 

米国疾病予防管理センターのNational Survey on Drug Use and Health（NSDUH）の 2015-

2018年データを用いた。対象者は 12-44歳の妊娠中女性 3,006人とした。過去飲酒（過去 12

カ月間の飲酒）、現在飲酒（過去 30 日間に少なくとも 1 回の飲酒）、多量飲酒（過去 30 日

間に少なくとも 1回は 4杯以上の飲酒）、その他の薬物併用は自己申告に基づいた。全期間お

よび妊娠期間別にそれぞれの割合を推定した。 

結果： 

過去飲酒は 64.7％、現在飲酒は、妊娠第 1 期 19.6％、第 2 ・3 期 4.7％であった。多量飲

酒は、妊娠第 1期 10.5％、第 2・3期 1.4％であった。現在飲酒者のうち、薬物併用者は 38.2％

であった。アルコールと最も多く併用されたのは、タバコとマリファナであった。 

結論： 

自己申告による妊娠中の飲酒は、第 2・3期より第 1期の方が高く、妊娠初期に他の薬物の併

用割合も高かった。将来の母子健康のために、妊娠前からのスクリーニングと介入および必要

に応じた治療が必要である。 

 


